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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月18日(2014.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光の照射によってテラヘルツ波を発生または検出する光素子であって、
前記光のフォトンエネルギーよりも大きいエネルギーバンドギャップを持つ半導体層と、
前記半導体層と電気的に接触して形成された複数の電極と、を備え、
前記電極のうち少なくとも１つは、前記半導体層との間に前記光のフォトンエネルギー以
下の障壁高さを持つショットキー接合を形成し、
前記ショットキー接合を形成する電極と前記半導体層との接合面の少なくとも一部は、前
記電極の形成されていない半導体層の面側から前記光が照射される光照射面を含むことを
特徴とする光素子。
【請求項２】
前記ショットキー接合を形成する電極と前記半導体層との接合面の少なくとも一部は、前
記光の照射により発生または検出するテラヘルツ波と結合する結合構造体の構成部分とな
っていることを特徴とする請求項１に記載の光素子。
【請求項３】
前記光照射面に達するまでの前記光の透過領域は、前記半導体層の領域及び前記光の波長
帯域において前記半導体層よりも波長分散の小さい領域のみを含むことを特徴とする請求
項１又は２に記載の光素子。
【請求項４】
前記光照射面に達するまでの前記光の透過領域は、前記半導体層の領域のみ、または前記
光の波長帯域において前記半導体層よりも波長分散が小さい領域のみを含むことを特徴と
する請求項１から３のいずれか１項に記載の光素子。
【請求項５】
前記光照射面は、前記半導体層の端部にあり、前記接合面に沿って伸びる前記光の導波路
の一部を成していることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の光素子。
【請求項６】
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前記結合構造体は前記電極により構成したアンテナであることを特徴とする請求項２に記
載の光素子。
【請求項７】
前記半導体層は、エピタキシャル層の成長基板を除去して別の基板に転写された当該エピ
タキシャル層であることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の光素子。
【請求項８】
テラヘルツ波を発生または検出する光装置であって、
請求項１から７のいずれか１項に記載の光素子と、前記光素子を励起するための光を出力
する光源と、前記光素子の前記電極の形成されていない半導体層の面側から前記光照射面
に前記光源の光を照射するための光学手段と、を有することを特徴とする光装置。
【請求項９】
テラヘルツ波を発生または検出する光装置であって、
レーザー光を発生するためのレーザー光源と、
前記レーザー光が照射されたときに前記テラヘルツ波を発生または検出する光素子と、
前記レーザー光源から前記光素子へ前記レーザー光を導く光学手段と、
を有し、
前記光素子は、半導体層と、前記半導体層と電気的に接触して形成されている複数の電極
と、を有し、
前記複数の電極のうちの少なくとも１つは、該１つの電極と前記半導体層との間にショッ
トキー接合を形成し、
前記レーザー光源は、前記ショットキー接合の障壁高さより大きく前記半導体層のエネル
ギーバンドギャップより小さいフォトンエネルギーを持つレーザー光を発生し、
前記光学手段は、前記複数の電極の形成されていない前記半導体層の面を透過する前記レ
ーザー光で前記ショットキー接合の部分を照射する様に配置されていることを特徴とする
光装置。
【請求項１０】
前記複数の電極は、前記テラヘルツ波と空間とを結合する様に形成されたアンテナを含む
ことを特徴とする請求項９に記載の光装置。
【請求項１１】
テラヘルツ波を発生するための発生手段と、
前記発生手段から放射され検体を経て来たテラヘルツ波を検出するための検出手段と、
前記発生手段におけるテラヘルツ波発生時と前記検出手段におけるテラヘルツ波検出時と
の間の遅延時間を調整するための遅延部と、
を備えたテラヘルツ時間領域分光装置であって、
前記発生手段と前記検出手段の少なくとも一方が、請求項８から１０のいずれか１項に記
載の光装置であることを特徴とする装置。
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